
有効期間５年（ 令和７ 年 12月 31日まで）

令和２ 年１ ２ 月２ ３ 日

各 部 長 ・ 参 事 官
様

各 所 属 長

警 察 本 部 長

（ 捜 査 第 三 課 ）

品触手配要綱の一部改正について（ 通達）

品触れについては， ｢品触手配要綱の制定について（ 通達） ｣（ 平成２ ７ 年１ ２

月２ １ 日付け。 広捜三第６ ３ ３ 号， 広刑総第１ ４ ５ １ 号， 広生総第１ ８ ８ ６ 号。

以下｢旧通達｣と いう 。） によ り 運用し ていると こ ろであるが， 通信情報技術の活用

による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率

化を図るための行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律等の一部

を改正する法律（ 令和元年法律第１ ６ 号） 等の施行により ， 別添新旧対照表のと

おり 一部改正し令和３ 年１ 月１ 日から 実施する こ と と し たので， 部下職員に周知

徹底の上， 事務処理上誤り のないよう 運用さ れたい。

なお， 本通達の実施に伴い旧通達は廃止と する。

主な改正点

( 1 「) 情報通信技術を活用し た行政の推進等に関する法律」 等の改正によ り ，

ア 古物営業法施行規則第１ ９ 条の２ （ 品触書のＦ Ａ Ｘ 送信規定の削除）

により ， 作成要領の当該部分を削除。

イ 質屋営業法の改正（ 第２ １ 条から 第２ ０ 条に改正）。

ウ Ｊ Ｉ Ｓ 法（ 経済産業省） の改正によ り ， 日本工業規格（ Ｊ Ｉ Ｓ ） か

ら 日本産業規格（ Ｊ Ｉ Ｓ ） の変更に伴い， 様式内の当該記載を削除。

の変更をする。

( 2 犯罪捜査規範第) ３ ６ 条別記様式第３ 号（ 品触原簿） 及び別記様式第４ 号

（ 品触取扱簿） の取扱いについて明記し た。

( 3 他都道府県警察) から の品触を受領した際の取扱いについて明記した。

( 4 その) 他， 語句及び表現について所要の整理を行っ た。

本件担当 照会資料係

警 電 ４ ３ １ ４
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別添

品触手配要領の一部改正について（ 通達） 新旧対照表

新 旧

別添

品触手配要綱

別添

品触手配要領

第１ 趣旨

この要綱は，古物営業法（ 昭和２４年法律第１０８号）第１９条第１項

又は質屋営業法（ 令和２年５月３１日法律第１６号） 第２０条第１項の

規定による品触れ（ 以下「 品触れ」 と いう 。） を発するに当たっ て，その

効果的な運用を図るため，必要な事項を定めること を目的と する。

第２ 品触れの実施対象等

１ 品触れは，盗品その他財産に対する罪に当たる行為によっ て領得され

た物（ 以下「 盗品等」 と いう 。） のう ち，他の類似品と識別できるものに

ついて発するものと する。

２ 犯罪捜査規範（ 昭和３２年国家公安委員会規則第２号） 第３６条第１

項第２号に規定する重要品触れは，おおむね次の盗品等について発する

ものと する。

(1) 強盗等の凶悪事件に関する盗品等
(2) 組織窃盗又は常習と認められる侵入盗に関する盗品等
(3) 重要文化財その他これに準ずる盗品等
(4) 社会的影響の大きい事件に関する盗品等
(5) その他特異重要事件に関する盗品等
３ 警察本部（ 以下「 本部」 と いう 。） の盗品等に係る捜査を取り扱う 課の

長（ 刑事部捜査第三課長（ 以下「 捜査第三課長」 と いう 。） を除く 。） が，

品触れによる手配を必要と する場合は，捜査第三課長を経由して，警察

本部長（ 以下「 本部長」 と いう 。） に品触れの種別，被害者名，品目，数

量，配布部数及び配布する範囲を報告しなければならない。また，捜査第

三課長が窃盗事件について，品触れによる手配を行う 場合も，同様に行

う ものと する。

４ 警察署長（ 以下「 署長」と いう 。）は，品触れによる手配をする場合（ 他

の都道府県警察へ手配を依頼する場合を除く 。）は，あらかじめ捜査第三

第１ 趣旨

古物営業法（ 昭和２４年法律第１０８号） 第１９条第１項若しく は第３項

又は質屋営業法（ 昭和２５年法律第１５８号） 第２１条第１項の規定による

品触れ（ 以下「 品触れ」 と いう 。） の取扱いについて必要な事項は，犯罪捜査

規範（ 昭和３２年国家公安委員会規則第２号） に定めるもののほか， この要

綱の定めると ころによる。

第２ 品触れの実施対象等

１ 品触れは， 盗品その他財産に対する罪に当たる行為によっ て領得され

た物（ 以下「 盗品等」 と いう 。） のう ち，他の類似品と識別できるものについ

て発出するものと する。

２ 重要品触れは， おおむね次に掲げる盗品等について発出するものと す

る。

(1) 強盗等の凶悪事件に関する盗品等
(2) 組織窃盗又は常習と認められる侵入盗に関する盗品等
(3) 重要文化財その他これに準ずる盗品等
(4) 社会的影響の大きい事件に関する盗品等
(5) その他特異重要事件に関する盗品等

３ 警察本部（ 以下「 本部」 と いう 。 ） の盗品等に係る捜査を取り扱う 課の

長が，品触れによる手配を必要と する場合は，刑事部捜査第三課長（ 以下

「 捜査第三課長」 と いう 。 ） を経由して，警察本部長（ 以下「 本部長」 と い

う 。 ） に品触れの種別，被害者名，品目，数量，配布部数及び配布する範囲

を報告しなければならない。

４ 警察署長（ 以下「 署長」 と いう 。 ） は，品触れによる手配をする場合（ 他

の都道府県警察へ手配を依頼する場合を除く ） は，あらかじめ捜査第三課長
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課長に前３に規定する事項を報告しなければならない。

５ 本部長及び署長は，品触れによる手配をする場合は，刑事部捜査第三

課（ 以下「 捜査第三課」 と いう 。） において管理する一連番号を付すもの

と し，必要に応じて捜査本部長名又は関係する所属長名を併記すること

ができる。

第３ 品触れを発する要領等

１ 様式及び作成要領

品触れは，個別の事件ごと に，別に定める様式及び作成要領により 作

成するものと する。

２ 発出方法

(1) 品触れは，書面によるほか，電子メールの送信により 発すること がで
きる。ただし，電子メールの送信により品触れを発出する場合は，あら

かじめ相手方となる古物商，古物市場主又は質屋（ 以下「 古物商等」 と

いう 。 ） の承諾を得て行わなければならない。

(2) 署長は，書面による品触れのほか，電子メールの送信による品触れの
発出についても有効に活用し，誤送信するこ と がないよう に徹底を期

するものと する。

３ 犯罪捜査規範第３６条別記様式（ 品触原簿及び品触取扱簿） による管

理

犯罪捜査規範第３６条に規定する品触れの手配については，捜査第三

課及び警察署においては窃盗事件の捜査を担当する係が，品触原簿（ 犯

罪捜査規範第３６条別記様式第３号。以下同じ。 ） により 品触れの配布

日，配布先等の顛末を明らかにするものと する。また，交番及び駐在所

については，広島県警察の地域警察運営に関する訓令第４９条別表第３

に明記の品触取扱簿（ 犯罪捜査規範第３６条別記様式第４号。以下同

じ。 ） により 品触れの配布状況等の顛末を明らかにするものと する。

第４ 他の都道府県警察に対する手配依頼等

１ 捜査第三課長を経由した報告

品触れによる手配を他の警察本部長等（ 警視総監若しく は道府県警察

本部長又は警察署長をいう 。以下同じ。 ） に依頼すると きは，警察本部

（ 以下「 本部」 と いう 。） の盗品等に係る捜査を取り扱う 課の長（ 捜査第

三課長は除く 。）及び署長は，捜査第三課長を経由して警察本部長に報告

に前３に規定する事項を報告しなければならない。

５ 本部長及び署長は，品触れによる手配をする場合は，刑事部捜査第三課（ 以

下「 捜査第三課」 と いう 。） において管理する一連番号を付すものと し，必要

に応じ捜査本部長名又は関係する所属長名を併記すること ができる。

第３ 品触れの発出方法等

１ 様式等

品触れは，個別の事件ごと に作成するものと する。

２ 発出方法等

(1) 品触れは，書面によるほか， フ ァ ク シミ リ 又は電子メールの送信によ
り 発出するこ と ができる。 ただし， フ ァ クシミ リ 又は電子メールの送信

により 品触れを発出する場合は， あらかじめ相手方と なる古物商，古物

市場主又は質屋（ 以下「 古物商等」 と いう 。） の承諾を得て行わなければな

らない。

(2) 署長は，書面による品触れの配布のほか， フ ァ クシミ リ 又は電子メー
ルの送信による品触れの発出についても有効に活用し， その手配に徹底

を期するものと する。

第４ 他の都道府県警察に対する手配依頼等

１ 署長は，他の都道府県警察へ品触れによる手配を依頼する場合は，捜査第

三課長を経由して行う ものと する。
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するものと する。この場合，品触れの種別，被害者名，品目，数量，配布

部数，対象と する地域，及び古物商等の種別等，必要な事項を明確にした

上で行わなければならない。

２ 報告を受けた本部長による指示

前１の規定により 報告を受けた本部長は，捜査第三課長に対し，速や

かに関係する都道府県警察へ品触れによる手配を依頼するよう 指示し，

捜査第三課長がこれを行う ものと する。

３ 普通品触れによる手配

普通品触れによる手配は，原則と して他の警察本部長等に依頼しない

ものと する。ただし，特別の必要がある場合は，範囲を限定して行う こと

ができる。

４ 他の都道府県警察から品触れによる手配の依頼を受けた場合の措置

他の警察本部長等からの品触れによる手配を受けた本部長，捜査第三

課長及び署長は，速やかに管内の関係古物商等に対し，品触れによる手

配を行わなければならない。

５ 前４に規定する品触れの配布による手配を行っ た場合の措置

前４に規定する品触れの配布を行っ た場合についても，前第３の３に

規定のと おり 顛末を明らかにするものと する。

第５ 訂正及び解除の通知

１ 署長は，品触れの内容を訂正する必要が生じた場合又は品触れに係る

盗品等を発見し，若しく は発見した旨の連絡を受けた場合は，速やかに

管内の関係する古物商等に通知すると と もに，捜査第三課長に報告する

ものと する。

２ 捜査第三課長は，前１の報告を受けた場合又は本部長の発出した品触

れを訂正若しく は解除する必要が生じた場合は，速やかに品触れによる

手配を依頼した他の都道府県警察及び関係する署長へ通知するものと す

る。

第６ 備付簿冊及び保存年限

品触れの配布及び送信の状況を明らかにするため，次に掲げる部署ご

２ 本部長は，盗品等に係る捜査を取り 扱う 課の長から捜査第三課長を通

じて他の都道府県警察への品触れによる手配を必要と する報告を受けた

場合は， 速やかに関係する都道府県警察へ品触れによる手配を依頼する

ものと する。

３ 普通品触れによる手配は， 原則と して他の都道府県警察へ依頼しない

ものと する。 ただし，特別の必要がある場合は，捜査第三課において事案そ

の他を検討し，範囲を限定して行う ものと する。

４ 本部長及び署長は，他の都道府県警察から品触れによる手配の依頼を

受けた場合は， 速やかに捜査第三課長を通じて関係する署長へ手配する

ものと する。

５ 署長は，本部長又は他の署長から品触れによる手配を受けたと きは，当該

品触れの余白に当該署長名を併記し，速やかに管内の関係する古物商等へ配

布又は送信しなければならない。

第５ 訂正及び解除の通知

１ 署長は，品触れの内容を訂正する必要が生じた場合又は品触れに係る盗品

等を発見し，若しく は発見した旨の連絡を受けた場合は，速やかに管内の関

係する古物商等に通知すると と もに，捜査第三課長に報告するものと する。

２ 捜査第三課長は，前１の報告を受けた場合又は本部長の発出した品触れを

訂正若しく は解除する必要が生じた場合は，速やかに品触れによる手配を依

頼した他の都道府県警察及び関係する署長へ通知するものと する。

第６ 備付簿冊
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と にそれぞれ次の簿冊を備え付けるものと する。

１ 捜査第三課及び警察署においては窃盗事件の捜査を担当する係

品触原簿

２ 交番及び駐在所

品触取扱簿

なお，備付簿冊の保存年限は下記のと おり と する。

品触原簿 品触取扱簿

捜査第三課 盗品等が発見

に至るまで

－

警察署の窃盗事件の

捜査を担当する係

７年 －

交番及び駐在所 － １年

第７ その他の留意事項

署長は，管内の古物商等と の良好な関係を構築し，品触れによる盗品

等の発見の促進を図るよう 適切な施策を実施すること 。

第８ 遺留品等についての準用

遺留品等について，手配書を発行すると きは，品触れによる手配に準

じて行う こと ができるものと する。

別記様式省略

品触れの配布及び送信の状況を明確にするため，次に掲げる部署ごと に

それぞれ次の簿冊を備え付けるものと する。

(1) 本部の盗品等に係る捜査を取り扱う 課及び警察署
品触原簿（ 犯罪捜査規範別記様式第３号）

(2) 交番及び駐在所
品触取扱簿（ 犯罪捜査規範別記様式第４号）

第７ 古物商等への指導

署長は，管内の古物商等に対し，品触れを有効に活用するよう 指導しなけ

ればならない。

第８ 遺留品等についての準用

遺留品等について手配書を発行すると きは，品触れによる手配に準じて行

う こと ができるものと する。
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別添

品触手配要綱

第１ 趣旨

この要綱は，古物営業法（ 昭和２４年法律第１０８号） 第１９条第１項又は質屋営

業法（ 令和２年５月３１日法律第１６号） 第２０条第１項の規定による品触れ（ 以下

「 品触れ」 と いう 。） を発するに当たっ て， その効果的な運用を図るため，必要な事

項を定めること を目的とする。

第２ 品触れの実施対象等

１ 品触れは，盗品その他財産に対する罪に当たる行為によっ て領得された物（ 以下「 盗

品等」 と いう 。） のう ち，他の類似品と識別できるものについて発するものと する。

２ 犯罪捜査規範（ 昭和３２年国家公安委員会規則第２号） 第３６条第１項第２号に規

定する重要品触れは，おおむね次の盗品等について発するものと する。

( 1 強盗等) の凶悪事件に関する盗品等

( 2 組織窃盗又) は常習と認められる侵入盗に関する盗品等

( 3 重要文化財) その他これに準ずる盗品等

( 4 社会的影響) の大きい事件に関する盗品等

( 5 その) 他特異重要事件に関する盗品等

３ 警察本部（ 以下「 本部」 と いう 。） の盗品等に係る捜査を取り扱う 課の長（ 刑事部

捜査第三課長（ 以下「 捜査第三課長」 と いう 。） を除く 。） が，品触れによる手配を

必要と する場合は，捜査第三課長を経由して，警察本部長（ 以下「 本部長」 と いう 。）

に品触れの種別，被害者名，品目，数量，配布部数及び配布する範囲を報告しなけれ

ばならない。また，捜査第三課長が窃盗事件について，品触れによる手配を行う 場合

も，同様に行う ものと する。

４ 警察署長（ 以下「 署長」 と いう 。） は，品触れによる手配をする場合（ 他の都道府

県警察へ手配を依頼する場合を除く 。） は， あらかじめ捜査第三課長に前３に規定す

る事項を報告しなければならない。

５ 本部長及び署長は，品触れによる手配をする場合は，刑事部捜査第三課（ 以下「 捜

査第三課」 と いう 。） において管理する一連番号を付すものと し，必要に応じて捜査

本部長名又は関係する所属長名を併記すること ができる。

第３ 品触れを発する要領等

１ 様式及び作成要領

品触れは，個別の事件ごと に，別に定める様式及び作成要領により作成するものと

する。

２ 発出方法

( 1 品触) れは，書面によるほか，電子メールの送信により 発すること ができる。 ただ

し，電子メールの送信により 品触れを発出する場合は，あらかじめ相手方となる古
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物商，古物市場主又は質屋（ 以下「 古物商等」 と いう 。） の承諾を得て行わなけれ

ばならない。

(2 署長) は，書面による品触れのほか，電子メールの送信による品触れの発出につい

ても有効に活用し，誤送信すること がないよう に徹底を期するものと する。

３ 犯罪捜査規範第３６条別記様式（ 品触原簿及び品触取扱簿） による管理

犯罪捜査規範第３６条に規定する品触れの手配については，捜査第三課及び警察

署においては窃盗事件の捜査を担当する係が，品触原簿（ 犯罪捜査規範第３６条

別記様式第３号。以下同じ。） により 品触れの配布日，配布先等の顛末を明らかにす

るものと する。 また，交番及び駐在所については，広島県警察の地域警察運営に関す

る訓令第４９条別表第３に明記の品触取扱簿（ 犯罪捜査規範第３６条別記様式第４号。

以下同じ。） により品触れの配布状況等の顛末を明らかにするものと する。

第４ 他の都道府県警察に対する手配依頼等

１ 刑事部捜査第三課長（ 以下「 捜査第三課長」 と いう 。） を経由した報告

品触れによる手配を他の警察本部長等（ 警視総監若しく は道府県警察本部長又は警

察署長をいう 。以下同じ。） に依頼すると きは，警察本部（ 以下「 本部」 と いう 。）

の盗品等に係る捜査を取り扱う 課の長（ 捜査第三課長は除く 。） 及び署長は，捜査第

三課長を経由して警察本部長に報告するものと する。 この場合，品触れの種別，被害

者名，品目，数量，配布部数，対象と する地域，及び古物商等の種別等，必要な事項

を明確にした上で行わなければならない。

２ 報告を受けた本部長による指示

前１の規定により 報告を受けた本部長は，捜査第三課長に対し，速やかに関係する

都道府県警察へ品触れによる手配を依頼するよう 指示し，捜査第三課長がこれを行う

ものと する。

３ 普通品触れによる手配

普通品触れによる手配は，原則と して他の警察本部長等に依頼しないものと する。

ただし，特別の必要がある場合は，範囲を限定して行う こと ができる。

４ 他の都道府県警察から品触れによる手配の依頼を受けた場合の措置

他の警察本部長等からの品触れによる手配を受けた本部長，捜査第三課長及び署長

は，速やかに管内の関係古物商等に対し，品触れによる手配を行わなければならない。

５ 前４に規定する品触れの配布による手配を行っ た場合の措置

前４に規定する品触れの配布を行っ た場合についても，前第３の３に規定のと おり

顛末を明らかにするものと する。

第５ 訂正及び解除の通知

１ 署長は，品触れの内容を訂正する必要が生じた場合又は品触れに係る盗品等を発見

し，若しく は発見した旨の連絡を受けた場合は，速やかに管内の関係する古物商等に

通知すると と もに，捜査第三課長に報告するものと する。

２ 捜査第三課長は，前１の報告を受けた場合又は本部長の発出した品触れを訂正若し
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く は解除する必要が生じた場合は，速やかに品触れによる手配を依頼した他の都道府

県警察及び関係する署長へ通知するものと する。

第６ 備付簿冊及び保存年限

品触れの配布及び送信の状況を明らかにするため，次に掲げる部署ごと にそれぞれ

次の簿冊を備え付けるものと する。

１ 捜査第三課及び警察署においては窃盗事件の捜査を担当する係

品触原簿

２ 交番及び駐在所

品触取扱簿

なお，備付簿冊の保存年限は下記のと おり と する。

品触原簿 品触取扱簿

捜査第三課 盗品等が発見に至るまで －

警察署の窃盗事件の ７年 －

捜査を担当する係

交番及び駐在所 － １年

第７ その他の留意事項

署長は，管内の古物商等と の良好な関係を構築し，品触れによる盗品等の発見の促

進を図るよう 適切な施策を実施すること 。

第８ 遺留品等についての準用

遺留品等について，手配書を発行すると きは，品触れによる手配に準じて行う こと

ができるものと する。



品 触 原 簿

発付 発付 種 別 発 付 取扱者
月日 警察署名 総数 配布先 配布枚数 備 考

配布 配布 番 号 受入れ 認 印

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

月 日 枚 枚

別記様式第３号（ 犯罪捜査規範第３ ６ 条）



品 触 取 扱 簿
配 布

業種別 営業所又は古物市場の名称 都道府県 都道府県 都道府県
署 署 署

第 号 第 号 第 号

月 日 月 日 月 日

印 印 印

月 日 月 日 月 日

印 印 印

月 日 月 日 月 日

印 印 印

月 日 月 日 月 日

印 印 印

月 日 月 日 月 日

印 印 印

月 日 月 日 月 日

印 印 印

月 日 月 日 月 日

印 印 印

月 日 月 日 月 日

印 印 印

月 日 月 日 月 日

印 印 印

月 日 月 日 月 日

印 印 印

月 日 月 日 月 日

印 印 印

別記様式第４号（ 犯罪捜査規範第３ ６ 条）


